「レプタ２つの信仰」　ルカ21:3　聖日家族礼拝
1． イエス様はある時、弟子たちとお話をしていました。イエス様は弟子たちに対して、その時その時に大切なお話をしてあげたんですよ。弟子たちも一生懸命に、イエス様のお話を聞いています。
2． ちょうどその時、神殿にお金持ちがやってきて、献金箱にものすごーい大金を入れていきました。

「いやはやいやはや、もうかっちゃってもうかっちゃって仕方ないね。わしはお金持ちなんで、ちょっとくらい札束入れても、たいしたことはないよ。いっぱいお金入れりゃぁ、神様もお願いごとをきいてくれるかね？ まあよく知らないけど、ともかくお金いっぱいあるから、なーんにも問題なしっと。

3． 同じときに、一人の女の人がやってきました。この人はご主人に先立たれ、一人ぼっちになってしまった女性でした。
「神様、私は夫に先立たれ、生活するお金もほとんどありません。見ての通りの貧しい女です。

でも神様、私の持っているものの精一杯をお献げします。たったレプタ二枚ですけど、これは私の心です。神様の尊いご用のためにお使いください･･･」
4． イエス様「さあ、この二人のうち、どちらが心からの献金をしたと思うかな？神様が喜ば

れるのは、どちらの献金だろうか？心はこもっていないけど大金を献金した人のほうかな？それともお金は少ないけど心がぎっしりつまっている献金をした女性かな？
　みんなはどっちだと思う？　のぶ先生は・・・

5． のぶ先生は、やっぱりお金持ちの大金がうれしいねー！（笑）

　でもイエス様は違いますよね。

６．　「よく聞きなさい。あの貧しいやもめはだれよりもたくさん入れたのだ。」ルカ２１：３
貧しいけれど精一杯のお献げ物をした女性を喜ばれました。そうです、心が一番大切なんですね。たくさん献金できることは素晴らしいことです。でも少なくっても、心を込めて神様にお献げするということ、それがもっとも重要なことなんですね。

７．イエス様は私たちのために、惜しまずにその命を投げ出し、十字架にかかってくださいました。私たちもイエス様のために惜しまずに、献げることのできる者となりましょう。

おしまい。

